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・平成29年12月18(月)東御市中央公民館にて、
「千曲川ワインバレー東地区生産者交流会」を開
催した。第１部：県農業試験場より、ワイン関連の
事業の紹介と生産者の自己アピール等の実施。
第２部：ワインテイスティングテストとして、各生産
者が醸造したワインの飲み比べを行った。参加者
57名で大変好評であった。
・ワインパンフレットを１万部作成し、構成８市町村
やワイナリー、ヴィンヤード、県外事務所等に発送
した。今後、首都圏や軽井沢町からの誘客促進に
活用していく予定。

・市町村を超えた生産者や研修生どうし
の交流や情報交換が図られた。
・県のワイン関連事業の説明を聞き、県
と生産者等との関係が近づいた。
・各生産者が醸造したワインをテイス
ティングすることにより、ワイン醸造技術
が向上したと思われる。
・ワインパンフレットの活用により千曲川
ワインバレー東地区の知名度アップに
つながる。
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　千曲川ワインバレーに属する当地域ではワイン用ぶどう栽培者の確保・育成、栽培面積の拡
大、生産技術の向上、ワインイベント等による認知度アップ等に取り組むことにより、千曲川ワ
インバレーのワイン主産地としての地位を確立する。

①ワイン用ぶどう生産者交流会の開催
②千曲川ワインバレー東地区のパンフレットの作成
　（アドバイザー（千曲川ワイン倶楽部代表）への報償費・旅費を追加）

成果目標

2,183,000

資料印刷費 400

88,000

・市町村の枠を超えた生産者同士の交流や情報交換が期待されるとともに、生産者の経営レベ
ルの向上とワイン産地の基盤強化につながる。
・担い手への農地の集積が進む。（ワイン用ぶどう生産者の交流会参加者数：３０名）
・千曲川ワインバレー東地区の知名度アップとワインツーリズムの推進による観光客数・観光消
費額の増

4,600 4,000

433
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パンフレット郵送料

差引
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・生産者交流会は継続希望が多く、毎年定期的に開催していく。
・栽培技術のレベルアップのための講習会を開催する。
・ワインパンフレット等を活用して千曲川ワインバレーの知名度アップを図っていく。
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農政課、企画振興課
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上田地域振興局、千曲川ワインバレー連絡協議会ほか

ａ

2,183,000 2,282,600 2,120,361 162,239
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パンフレット制作費
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千曲川WC代表
@6,400円×6h

61,749

61,200

2,089,800
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地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

　ワイン振興に取り組んでいるが、歴史が浅いこともあり、栽培適地や収穫適期、品種選定等
が確立されていない。生産技術の向上及び生産者同士の情報共有が急務である。また、知名
度アップを図る必要がある。

平成２９年１２月 平成３０年３月
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2,090,000 2,090,000
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期待どおり

やや下回る

期待以下
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